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平成26年12月17日

国税不服審判所

国税審判官（特定任期付職員）の書類選考等について

概要

(1)全国で事件担当審判官99名のうち、 50名が特定任期付職員。

(2)平成27年度は15名程度の国税審判官（特定任期付職員）を採用する予定。

(3)上記採用の公募に対し、応募は95名（前年74名）で過去2番目に多い。

※1弁護士、税理士の応募者が急増。

（日弁連での説明会、 日税連会報誌での所長対談、特定任期付職員OBへの募集PR等の成

果と考えられる。 ）

※2東京、大阪の都市圏での応募者が増えている。

※3 50代の応募者が増え、また実務経験年数が長い者の応募者が増えている。

(4)書類選考の結果、前年同様25名を面接対象者と決定。

弁護士■名(前年■名) 、税理士■名(前年■名) 、公認会計士■名(前年■名）
(5) 性)の25名につき、 1月中旬に而接試験を実施予定。

(6)最終合格者は、選考委員会（7名）で決定。
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3書類選考結果
(単位:左上段及び中段･人､下段･％）

I

I

※1各欄の左上段は､昨年の人数を示す。

※2各欄の下段括弧書きは､合計25名に対する本年の書類選考の割合を示す。

’

4面接及び採用の方針

■■■■■採用内定者を決定することとしたい。

5今後のスケジュール

（1） 面接試験

平成27年1月15日（木）及び16日（金) (国税不服審判所大会議室）

(2)採用内々定通知

平成27年2月上旬

(3)採用

平成27年7月10日

(庁幹部説明後）

(金）
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職種 合計

年 齢

30代 40代 50代 60代以上

実務経験

5年未満
5年以上

10年未満

(登録後

10年以上

15年未満

）

15年以上

性別

男 女

弁護士

税理士

会計士
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1 国税審判官（特定任期付職員）の番類選考群流一覧【捌点順】
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1 国税審判官（特定任期付職員）の需類選考審査一覧【偲点順】
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